
関西大学大学院外国語教育学研究科
英語教育連環センター（e-LINC）主催  2024年度講演会

（群馬大学共同教育学部 講師） 
先生津久井貴之

Abstract
タブレット端末やデジタル教科書、アプリの発展に
伴い、英語の授業スタイルは大きく変化していま
す。本講演では、「個別最適な学び」と「協働的な学
び」の2つの視点から、これからの英語授業の在り方
についての考えをお伝えします。また、翻訳・添削
ツールや生成AIの活用、指導介入モデルについての
事例研究も紹介しながら、私が特に重要視している
「生身の英語教師の役割」について、皆さんととも
に考えていきたいと思います。

Bio
公立中・中等教育学校・国立中学校、教育委員会、
私立中高で２５年指導を行い、現職。中学校学習指
導要領執筆協力者、全国学力・学習状況調査作問・
分析委員などを歴任。中高の英語の指導法、特に、
教師の英語によるやり取りやICTツール使用につい
て研究している。

2024年11月14日（木）18:00 - 19:30 
関西大学千里山キャンパス
岩崎記念館 F401教室

Contact:  関西大学大学院 外国語教育学研究科 e-LINC(email: gaiji@ml.kandai.jp)
 

〇 対面開催・参加費は無料です。〇 事前申込みが必要です。
　申込み〆切：2024年11月5日(火)　  　　
　https://forms.office.com/r/0SN0iVbm8k
※リモート履修制度による受講生で参加を希望される方は
外国語教育学研究科オフィスまでお問合せください。

英語教師の役割を再考する
〜言語活動重視・ICT活用に
　求められる指導と支援〜


